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Execut ive Summary  
 
 1 9 9 9 年 1 0 月 1 2 日パキスタンにおいて軍事クーデターが発生し、ナワーズ・シャ
リーフ首相は政権の座を追われた。このクーデターのきっかけになったのは、同日
シャリーフ首相によって出されたムシャッラフ統合参謀本部議長の解任命令である。
だが、クーデターは 1 0 月 1 2 日以前から準備されていたものと推測される。ムシャッ
ラフ将軍は 1 0 月 1 7 日に国民に対し演説を行い、シャリーフ政権の下での広範な不
正が経済危機を引き起こしたことを指摘し、軍が決起せざるをえなかったとクーデ
ターを正当化した。そして、連邦制の再建、地方自治体の権限強化、経済復興、公
























1 9 9 0 年代に製造業部門が停滞した直接的原因は、綿花の不作にある。しかし、問
題はパキスタンが依然として繊維産業中心の産業構造から抜け出していないことに















の汚職を追及した。ブットーは 1 9 9 3 年に政権に返りつくと、シャリーフ前政権の
























項は本質的に議院内閣制になじまないものである。シャリーフは、1 9 9 7 年総選挙で
与党パキスタン・ムスリム連盟が 2 1 7 議席中 1 3 6 議席を獲得したのを背景に、改正
条項を廃止させた。これによってシャリーフは三軍の長である大統領を通して軍が
























 パキスタンを包む国際環境は、1 9 8 9 年にソ連軍がアフガニスタンから撤退して以
来大きく変化した。これによって共産圏に対する前線国家としての役割は終了した
のである。1 9 9 0 年 1 0 月にブッシュ政権はパキスタンの核開発疑惑を理由にほとん
どの経済援助と軍事援助を停止した。  










た。1 9 9 8 年 5 月にインドが地下核実験を実施したのに続き、パキスタンも国際世論
の反対を押し切って核実験を強行した。  
これによってアメリカの外交政策は新たな対応を迫られた。パ米協議が、 1 9 9 8
















1 0 月 2 0 日にアメリカ政府は、核実験後インドに課していた経済制裁を一部解除し
た。他方、パキスタンについては軍事クーデターを容認しないものの、対決姿勢を
とらずに民政移管を求め、アメリカ銀行による商業貸出と農業信用保証を除いて経
済制裁を継続する方針を発表した。インドの B J P（インド人民党）新政権は、パキ
スタンとの関係修復に慎重かつ否定的な態度をとっている。こうしてパキスタンは
国際政治の中で不利な立場に置かれていったのである。 1 9 9 9 年 1 1 月に予定されて





























 主要人名・組織リスト  
 
人名  
Benazir Bhutto ベーナジール・ブットー  
Ziaul Haq ズィアーウル・ハク  
Jehangir Karamat ジャハンギール・カラーマット  
Pervez Musharraf  パルヴェーズ・ムシャッラフ  
Nawaz Sharif  ナワーズ・シャリーフ  
Atal Behari Vajpayee アタル・ベハーリ・ヴァジペイー  
 
組織名  
Independent Power Producers 独立系発電事業者   
Muttahida Qaumi Movement 統一民族運動党  
National Security Council 国家安全保障評議会  
Pakistan Muslim League  パキスタン・ムスリム連盟  
Pakistan People's Party  パキスタン人民党  
Water and Power Development Authority 水利電力開発庁  
